
共催：

2017年10月7日（土）17：00～19：30
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」

お車で
● 東京駅より約20分
● 羽田空港より約40分
　 （高速道路をご利用の際は、霞が関ランプが便利です）

東京メトロ
❶ 半蔵門線／永田町駅（7番口）より約3分
❷ 南北線／永田町駅（9a番口）より約5分
❸ 丸ノ内線・銀座線／赤坂見附駅（D.紀尾井町口）より約3分
❹ 南北線・丸ノ内線／四ツ谷駅（1.赤坂口）より約8分
❺ 有楽町線／麹町駅（2番口）より約6分

JR
❻ 中央線・総武線／四ツ谷駅（麹町口・赤坂口）より約8分

Access

東京都千代田区紀尾井町4-1　TEL.03-3265-1111（代表）
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」
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謹啓　時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、この度「Incretin Symposium」を開催させていただく運びとなりました。糖尿病治療の
第一線でご活躍の先生方に本領域の最新情報をご提供いたしたく、大日本住友製薬株式会社及び
日本イーライリリー株式会社共催で、講演会を開催させて頂きたいと存じます。
　先生におかれましてはご多用の折、誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上、是非ご臨席を
賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、先生の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。

謹白

 大日本住友製薬株式会社
 日本イーライリリー株式会社
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Program

 小田原 雅人 先生 東京医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授

Opening Remarks

 宇都宮 一典 先生 東京慈恵会医科大学 内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授

Closing Remarks

臨床現場でのGLP-1受容体作動薬
～これからの治療戦略と患者治療満足度～

GLP-1受容体作動薬の今を考える

戸崎 貴博 先生
医療法人TDE 糖尿病・内分泌 内科クリニックTOSAKI 院長

弘世 貴久 先生
東邦大学医学部内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌学分野 教授

講 演 １

臨床現場でのGLP-1受容体作動薬
～これからの治療戦略と患者治療満足度～
 小田原 雅人 先生 東京医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授

 戸崎 貴博 先生 医療法人TDE 糖尿病・内分泌 内科クリニックTOSAKI 院長

講 演 2

GLP-1受容体作動薬の今を考える
 宇都宮 一典 先生 東京慈恵会医科大学 内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授

 弘世 貴久 先生 東邦大学医学部内科学講座 糖尿病・代謝・内分泌学分野 教授

演 者 演 者

※プログラム終了後、意見交換会を設けております。

2017年10月7日（土）17：00～19：30
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」

講 演 １ 講 演 2

平成 10年 3月 旭川医科大学医学部医学科 卒業
平成 10年 5月 名古屋大学医学部附属病院 研修医
平成 12年 4月 名古屋大学医学部附属病院第三内科 医員
平成 13年 7月 愛知県厚生連海南病院代謝内分泌内科
平成 16年 4月 名古屋大学大学院医学系研究科博士課程糖尿病・内分泌内科
平成 20年 4月 一宮市立市民病院内分泌・糖尿病内科 医長
平成 22年 4月 愛知学院大学歯学部内科学講座 助教
平成 23年 7月 糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI 院長

GLP-1受容体作動薬は優れた血糖低下効果を持つとともに、低血糖や体重増加を来しにくいなどの特徴があ
るが、注射製剤であるために、日本では処方頻度が高くないのが現状である。
我々は週1回GLP-1受容体作動薬デュラグルチドを投与された患者さんにおいて、その効果を確認し、患者治
療満足度が向上するかを検討した。
患者さん本位の治療が求められる今、多様な治療選択肢が存在する臨床現場において、週1回投与のGLP-1
受容体作動薬「トルリシティ皮下注0.75mgアテオス」が、今後どのようなオプションとなり得るか、トルリシティ
の臨床データや当院の例を踏まえ、考えていきたい。

昭和 60年 3月 大阪医科大学 卒業
昭和 60年 5月 大阪大学医学部第三内科 研修医
昭和 63年 4月 大阪大学大学院医学研究科 入学（平成4年 医学博士号 取得）
平成 9年 6月 大阪大学医学部第三内科 助手
平成 9年 8月 西宮市立中央病院内科 医長
   （約7年間臨床に没頭 インスリン導入外来などを設立）
平成 16年 4月 順天堂大学医学部内科学代謝内分泌学講座 講師
平成 18年 4月 順天堂大学大学院代謝内分泌内科学 助教授 
平成 24年 4月 東邦大学医学部内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野 教授

GLP-1受容体作動薬は経口薬と比較して優れた血糖低下効果を有し、低血糖リスクが低く、さらには体重増加
も来たしにくい。このように優れた特徴を有している薬剤であるGLP-1受容体作動薬はADA（米国糖尿病学
会）やEASD（欧州糖尿病学会）による治療アルゴリズムにおいて、メトホルミン単剤でHbA1cが目標に達しな
い場合の2剤併用療法の選択肢の一つとされている。しかし我が国においては、JDDM研究の2015年度の集
計によると、その使用頻度は2.9%に留まっている。
週1回投与で優れた血糖コントロールを維持するGLP-1受容体作動薬トルリシティはこのような現況を打破し、
適切なタイミング、適切な患者に使用することにより多くの患者にとって有用な薬剤になる可能性がある。本剤
の持つ特性が臨床現場でどのように活かされていくのか、具体的に考えてみたい。
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患者さん本位の治療が求められる今、多様な治療選択肢が存在する臨床現場において、週1回投与のGLP-1
受容体作動薬「トルリシティ皮下注0.75mgアテオス」が、今後どのようなオプションとなり得るか、トルリシティ
の臨床データや当院の例を踏まえ、考えていきたい。

昭和 60年 3月 大阪医科大学 卒業
昭和 60年 5月 大阪大学医学部第三内科 研修医
昭和 63年 4月 大阪大学大学院医学研究科 入学（平成4年 医学博士号 取得）
平成 4年 4月 米国国立衛生研究所（NIH） 研究員
平成 9年 6月 大阪大学医学部第三内科 助手
平成 9年 8月 西宮市立中央病院内科 医長
   （約7年間臨床に没頭 インスリン導入外来などを設立）
平成 16年 4月 順天堂大学医学部内科学代謝内分泌学講座 講師
平成 18年 4月 順天堂大学大学院代謝内分泌内科学 助教授 
平成 24年 4月 東邦大学医学部内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野 教授

GLP-1受容体作動薬は経口薬と比較して優れた血糖低下効果を有し、低血糖リスクが低く、さらには体重増加
も来たしにくい。このように優れた特徴を有している薬剤であるGLP-1受容体作動薬はADA（米国糖尿病学
会）やEASD（欧州糖尿病学会）による治療アルゴリズムにおいて、メトホルミン単剤でHbA1cが目標に達しな
い場合の2剤併用療法の選択肢の一つとされている。しかし我が国においては、JDDM研究の2015年度の集
計によると、その使用頻度は2.9%に留まっている。
週1回投与で優れた血糖コントロールを維持するGLP-1受容体作動薬トルリシティはこのような現況を打破し、
適切なタイミング、適切な患者に使用することにより多くの患者にとって有用な薬剤になる可能性がある。本剤
の持つ特性が臨床現場でどのように活かされていくのか、具体的に考えてみたい。
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共催：

2017年10月7日（土）17：00～19：30
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」

お車で
● 東京駅より約20分
● 羽田空港より約40分
　 （高速道路をご利用の際は、霞が関ランプが便利です）

東京メトロ
❶ 半蔵門線／永田町駅（7番口）より約3分
❷ 南北線／永田町駅（9a番口）より約5分
❸ 丸ノ内線・銀座線／赤坂見附駅（D.紀尾井町口）より約3分
❹ 南北線・丸ノ内線／四ツ谷駅（1.赤坂口）より約8分
❺ 有楽町線／麹町駅（2番口）より約6分

JR
❻ 中央線・総武線／四ツ谷駅（麹町口・赤坂口）より約8分

Access

東京都千代田区紀尾井町4-1　TEL.03-3265-1111（代表）
ホテルニューオータニ ザ・メイン 宴会場階 「鶴の間」
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謹啓　時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、この度「Incretin Symposium」を開催させていただく運びとなりました。糖尿病治療の
第一線でご活躍の先生方に本領域の最新情報をご提供いたしたく、大日本住友製薬株式会社及び
日本イーライリリー株式会社共催で、講演会を開催させて頂きたいと存じます。
　先生におかれましてはご多用の折、誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上、是非ご臨席を
賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、先生の益々のご発展とご健勝を祈念申し上げます。

謹白

 大日本住友製薬株式会社
 日本イーライリリー株式会社
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